
読
者
の
お
便
り
か
ら

0
神
学
部
(
当
時
、
神
学
科
)
の
尊
敬
す
る
野

村
か
つ
f
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
が
業
噛
ら
し

く
、
こ
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
さ
に
「
終

わ
り
な
き
闘
い
」
に
挑
戦
し
て
お
ら
れ
る
姿
に

教
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
嬰
小
で
交
わ
り
を

い
た
だ
い
て
い
た
越
川
弘
英
氏
の
チ
ャ
ペ
ル
ア

ワ
1
将
六
励
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
 
J
R
列
車

事
故
黒
し
い
出
来
嘔
に
、
キ
リ
ス
ト
教
粘
柳

で
ど
う
向
き
合
う
か
を
教
え
ら
れ
ま
し
た

同
志
社
小
学
校
の
開
校
に
向
け
て
の
牒
耿
会

は
、
よ
い
内
容
で
し
た
。
『
同
志
社
時
桜
の

一
層
の
発
朕
と
強
化
を
祈
り
ま
す
。

(
東
京
都
・
小
笠
成
美
)

今
の
社
会
が
求
め
て
い
る
人
物
像
で
も
あ
り
ま

す
『
同
志
社
時
報
』
も
そ
の
如
漸
の
一
端
を

担
っ
て
お
り
、
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

(
群
馬
県
・
荻
野
千
槍
)

す
。

0
卒
業
以
来
、
産
業
界
に
永
く
身
ナ
矗
い
て
、

主
に
「
人
と
組
織
」
を
テ
ー
マ
に
業
務
や
勉
強

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
最
近
、
特
に
總
子
る

こ
と
は
、
人
材
の
厶
U
成
で
す
。
本
止
1
の
人
材
、

^
^
口
的
な
^
問
力
を
^
え
た
^
^
^
、
^
^
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
「
良
心
を
備
え
た
人
物
」

と
「
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
士
義
に
ょ
る
人
材
育
成
」

が
社
会
の
テ
ー
マ
に
な
り
つ
つ
ぁ
る
と
思
い
ま

す
。
同
志
社
が
求
め
て
い
る
人
物
像
は
、
実
は

0
前
号
「
↓
C
工
△
m
」
の
尾
崎
教
授
の
「
り
ン

ド
レ
ー
・
ハ
ベ
ル
筈
作
集
」
の
紹
介
を
嬉
し
く

拝
読
し
た
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
、
ハ
ベ
ル

、ノ

(
林
秋
石
)
先
生
の
略
歴
と
功
績
が
、
愛
情
を

こ
め
て
語
ら
れ
て
い
る
。
私
は
同
志
社
の
卒
業

生
で
は
な
い
が
、
大
阪
で
先
生
の
英
詩
を
箭

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
し
か
も
自
宅
が
京
都

だ
っ
た
の
で
、
よ
く
河
原
町
の
カ
レ
ー
」
店
で
こ

馳
走
に
な
り
、
教
室
で
は
得
ら
れ
な
い
先
生
の

す
ば
ら
し
い
人
格
に
じ
か
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
0そ
の
裏
に
、
先
生
と
同
志
社
の
力
々
と
の
良

き
人
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
事
を
知
り
、
改
め

て
貴
学
へ
の
警
冬
深
め
て
い
る
。

(
大
坂
府
・
萩
原
大
朔
)

0
1
2
1
号
の
「
同
志
社
人
物
巡
、
河
野
仁

昭
氏
の
二
靴
の
近
代
化
を
導
い
た
会
津
人

一
番
興
味
を
引
か
れ
た
読
物

山
本
〕
琵
」

、

は

で
し
た
。

私
は
戦
中
派
な
の
で
す
が
、
円
刀
即
日
に
同

窓
会
姦
梅
館
で
も
ち
ま
し
た
即
の
集
い
で

す
。
京
都
が
燮
火
を
免
れ
た
幸
迎
を
思
い
起
こ

し
つ
つ
、
厩
校
と
時
報
の
発
展
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

(
奈
良
県
・
天
竹
燕
信
)

0
大
学
の
卒
業
生
で
す
が
、
長
男
が
同
士
讐
局

校
1
年
、
長
女
が
同
志
社
中
学
1
年
と
家
族
揃

つ
て
同
志
社
に
こ
縁
が
あ
り
、
嬉
し
い
限
り
で

こ
ざ
い
ま
す
。
前
号
も
先
生
方
が
執
筆
さ
れ
て

い
る
内
容
と
い
い
、
そ
の
他
各
学
校
の
情
報
等

が
分
か
り
易
く
、
と
て
も
興
墜
休
く
拝
見
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
喪
紙
も
心
ひ
か
れ
る
美
し

影
栄
館
で
、
何
度
も
眺
め
人
り
ま
し
た
。
今

後
の
発
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(
大
坂
府
・
ー
"
圭
秀
)

詞

0
こ
の
春
に
は
同
志
社
小
学
校
が
開
校
す
る
こ

と
も
あ
り
、
 
1
2
1
号
の
特
集
辱
耿
会
「
い
ま
、

子
ど
も
(
小
学
生
)
た
ち
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
」
は
、
子
ど
も
に
つ
い
て
の
・
美
際
的
な
一
憲

見
か
興
味
深
く
、
じ
っ
く
り
と
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
同
志
社
諸
学
校
の
活
動
が

「
冨
で
0
刃
↓
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
ま
た
楽
し
く

読
ん
で
い
ま
す
。
私
は
年
も
加
わ
っ
て
、
近
い

中
に
東
京
支
部
長
を
代
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
『
時
報
』
は
愛
読
し
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
靈
靴
・
渡
辺
妙
子
)

※
放
称
略

"

r

ー
ー
ー
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ー
ー
ー
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第29回Neesima Room企画展

躍動する同志社一京田辺開校20年

今回の企画展では、この20年間の同志社大学発展の
諸側面を写真パネルと各種の資料で展示、紹介いたし
ます。躍進と伝統が調和する近年の同志社大学の躍動
を感じ取っていただければ幸いです。

圖回團圏

<期間> 2006年4月1日(土)~8月3]日(木)

<時問>] 0.00~17:00 (土・日曜日は 16:00まで)

<会場> Neeslma Room

(同志社大学今出川キャンパス・ハリス理化学館2階)

<閉室日>祝日、 4月29日~5月5日、 8月14日~18日、 8月の士'日曜日

<入場料>無料(事前申し込み不要)

<お問い合わせ先>同志社社史資料センター Tel.075-251・3042

E、mail:ⅡShesi@meil.doshisha.ec.jp

『同志社時報』ご購読について
崎広く多くの方々に航んでぃただくために、 H81}(2004イ1ミ10j1発行)から剛'沈料が熊料
こなりました送料のみのこ負扣で延剣購航いただけます。

^'ー

「官毛一E E I

.定期送付のお申し込みについて
新脱.継続の定W1送付のお小し込みを受け付けています。巻末はがき、電瓢、 FAXまたは
e、mai1で広報課までこ速絡ください。

10上1、 4岡の{112 匝1発行。送料(1Ⅲ1につき切丁・2001川のみこ負1旦ください。こ迎絹をいたナ
き炊第、小込111を送付いたします。

.バックナンバーのお申し込みについて
広報課まで巻末はがき、電1舌、 FAX、 e、mai1でこ連絡くださいイ〔庫のイij皿についてお知らせ、
たします

ノーーー^ーーー^

.ご意見・ご感想をお聞かせください ご意見.ご感想・お問い合わせ・お申し込みは
呰様から親しまれる「同匙゛.1皿j牝」にするために、

同志社大学広報課同志社時報係
こ慈.見・こ感戀・企画案をお笥せください。を木

〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入はがきをこ利川いただいても判,榊です。
電話 075(251)3120 FAX 075 (251) 3080こ愆兄・こ感憇は、誌而に掲,成させていただく場

介があります(掲赦させていただいた場合、記念 e、meil: ji、koho@meil.doshisha.ac.jp
品をお送りします)。

1

蟻工当時のラーネ y卜記念図霄館臼986年)
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